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給水人口の推移
（単位：人）
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料金収入の推移
（単位：円）

供用開始年月日 昭和33年１月１日

法適（全部・財務）・非適の区分 全部適用

計画給水人口 25,000人

現在給水人口 17,896人

有収水量密度 0.13千㎥／ha

生活水道課

上下水道係

環境政策室
奥利根アメニ

ティパーク

・現在の使用料体系は、表3のとおりです。
・平成21年に各地区での料金を統一するため、
料金の改定を行いました。

・料金収入のうち観光業の比率が高くなっています。
（約20%が浴場施設・旅館からの収入（平成29年度））

・今後、改築・更新が必要な施設・設備の増加に備え、料
金改定について検討を重ねていきます。

みなかみ町水道事業 経営戦略概要版

1.目的

みなかみ町は群馬県の最北に位置し、新潟県との県境には谷川連峰がそびえ立っており、谷川岳にある上信越高原
国立公園をはじめとした自然豊かな地域です。水環境においては東京都市圏の約8割を支える「利根川の源流のま
ち」であり、豊富な水資源に恵まれています。
一方で水道事業を取り巻く経営環境は、人口減少や節水型社会の浸透による料金収入の減少、施設の老朽化に伴う

更新費用の増加などにより厳しさを増しています。
このような厳しい環境下においても、本町の水道事業の将来見通しを踏まえ、将来にわたって安定的に水道事業を

継続していくため、中長期的な経営の基本計画として、経営戦略を策定するものです。
また、本計画の期間は、令和３年度（2021年度）を初年度とし、令和12年度（2030年度）を最終年度とする10年

間とします。

2.水道事業の概要

事業の概況

水道料金 組織

表1 給水状況

・令和2年度現在の組織体制は、図1のとおりであり、
4名の職員が事業に携わっています。

図1 組織体制

・昭和33年以降より、合併前の各町村により供用が開始されました（表1）。
・令和元年度末時点における水道普及率は99.8％と高い割合になっており、大部分の町民が水道による水の供給を受け
ています。

・各給水区域に取水施設、配水施設及び浄水施設が広範囲に点在しており、施設数も多くなっています（表2）。
・管路施設の布設延長は約361kmで、全体の約24%が耐用年数を超えています。さらに今後20年以内に耐用年数を超過
する管路施設は全体の45%になります。

・水道事業の施設は建設年度が古く、老朽化が進行した状況であり、多くの施設・設備で早急に改築・更新が必要に
なってきています

・今後は、アセットマネジメント計画や水道ビジョンを策定し、効率的な改築・更新や安定した事業運営を目指します。

表3 水道料金の料金表

・毎年度純損益はプラスとなっていますが、これは、職員の豊富な経験に基づく適正な修繕を行うことで、現時点の
サービス維持のために最低限必要な水準まで管理費用を圧縮できたことによるものであります（図2） 。よって、
耐用年数を過ぎた管路の将来的なサービス維持のための維持管理に十分な収益の確保までは至っておりません。

・資本的支出が資本的収入を上回る金額は損益勘定留保資金等の補填財源で補填できていますが、これは、資金繰り
に問題が生じない範囲での更新投資に留めているにすぎません（図3）。耐用年数を過ぎた管路の将来的なサービ
ス維持のために必要となる更新等を十分に行うことができている状況ではありません。

・平成23年度から平成27年度に基準外繰入金が計上されていますが、近年においては基準外繰入金は計上されてい
ません（図4） 。

・企業債の償還が進み、企業債残高は減少傾向にあります（図5）。

図2 料金収入の推移（推計）図6 給水人口の推移（推計）

1

経営分析

水源 表流水、伏流水、地下水、その他

施設数
浄水場設置数 25箇所

配水池設置数 79箇所

施設能力 25,003（㎥／日）

管路延長

導水管 58.02㎞

送水管 30.98㎞

配水管 271.510㎞

施設利用率 37.9％

表2 施設の状況

種別
基本料金１ケ月につき 超過水量１立法

メートルにつき基本水量 基本料金

専用計量栓
使用水量

10立方メートルまで
1,100円 110円
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図2 過去の損益の状況

図4 過去の一般会計繰入金の状況

図3 過去の資本的収支の状況

図5 過去の企業債残高と元利償還金の状況

3.将来の事業環境

・使用料収入は、人口の減少に伴い減少する見込みです（図6及び図7）。
・組織については、現在の体制が続くことを想定しています。



（単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． 18,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000

２．

３． 49,803 45,994 40,802 34,709 29,601 26,265 21,757 19,672 18,404 17,138 16,595 14,598

４． 4,001 16,001 16,001 16,001 16,001 4,001 4,001 4,001 4,001 4,001 4,001 4,001

５．

６．

７．

８． 2,970 5

９．

(A) 56,774 80,000 98,803 92,710 87,602 72,266 67,758 65,673 64,405 63,139 62,596 60,599

(B)

(C) 56,774 80,000 98,803 92,710 87,602 72,266 67,758 65,673 64,405 63,139 62,596 60,599

１． 49,868 71,566 175,665 134,000 134,000 134,000 134,000 134,000 134,000 134,000 134,000 134,000

２． 114,138 107,434 98,375 91,378 86,083 83,234 72,747 67,846 65,786 63,157 61,812 58,399

３．

４．

５．

(D) 164,006 179,000 274,040 225,378 220,083 217,234 206,747 201,846 199,786 197,157 195,812 192,399

(E) 107,232 99,000 175,237 132,668 132,480 144,967 138,988 136,172 135,381 134,018 133,216 131,801

１． 105,802 98,128 99,862 94,058 93,911 90,781 92,666 93,108 91,926 92,907 94,289 96,930

２． 63,115 29,583 29,078 44,392 36,118 32,670 32,946 30,487 28,254 24,015

３．

４． 1,430 872 12,260 9,026 9,491 9,794 10,204 10,393 10,509 10,624 10,673 10,855

(F) 107,232 99,000 175,237 132,668 132,480 144,967 138,988 136,172 135,381 134,018 133,216 131,801

(G)

(H) 1,040,934 951,499 895,124 845,747 801,664 760,430 729,683 703,838 680,052 658,895 639,084 622,684

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

9,851 11,647 7,994 7,180 6,302 5,655 5,217 4,690 4,262 3,983 3,730 11,926

9,851 11,647 7,994 7,180 6,302 5,655 5,217 4,690 4,262 3,983 3,730 3,559

8,368

53,804 61,995 56,803 50,710 45,602 30,266 25,758 23,673 22,405 21,139 20,596 18,599

53,804 61,995 56,803 50,710 45,602 30,266 25,758 23,673 22,405 21,139 20,596 18,599

63,655 73,642 64,797 57,890 51,904 35,921 30,975 28,363 26,667 25,122 24,326 30,525

令和12年度

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

計

そ の 他

令和9年度 令和10年度 令和11年度

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

令和11年度

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

令和12年度

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度令和4年度令和3年度

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． (A) 337,217 314,595 323,132 316,339 309,547 302,754 295,962 289,606 283,251 276,896 270,541 264,186
(1) 332,515 310,529 318,444 311,651 304,859 298,066 291,274 284,918 278,563 272,208 265,853 259,498
(2) (B) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(3) 4,702 4,066 4,688 4,688 4,688 4,688 4,688 4,688 4,688 4,688 4,688 4,688

２． 62,991 62,152 52,361 49,109 44,483 40,671 35,467 32,908 31,078 29,938 29,074 37,174
(1) 7,810 9,859 5,940 5,126 4,248 3,601 3,163 2,636 2,208 1,929 1,676 9,872

7,810 9,859 5,940 5,126 4,248 3,601 3,163 2,636 2,208 1,929 1,676 1,505
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8,368

(2) 53,536 52,291 46,221 43,783 40,035 36,870 32,104 30,072 28,669 27,809 27,198 27,102
(3) 1,645 2 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

(C) 400,208 376,747 375,493 365,448 354,030 343,425 331,428 322,514 314,329 306,834 299,615 301,360
１． 340,492 355,897 317,303 309,062 305,167 298,872 295,991 294,401 291,816 291,936 292,707 295,253
(1) 27,916 30,726 27,916 27,916 27,916 27,916 27,916 27,916 27,916 27,916 27,916 27,916

14,995 16,504 14,995 14,995 14,995 14,995 14,995 14,995 14,995 14,995 14,995 14,995
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12,921 14,221 12,921 12,921 12,921 12,921 12,921 12,921 12,921 12,921 12,921 12,921
(2) 148,719 163,686 143,305 143,305 143,305 143,305 143,305 143,305 143,305 143,305 143,305 143,305

45,714 50,315 45,182 45,182 45,182 45,182 45,182 45,182 45,182 45,182 45,182 45,182
16,502 18,163 18,842 18,842 18,842 18,842 18,842 18,842 18,842 18,842 18,842 18,842
5,053 5,562 4,037 4,037 4,037 4,037 4,037 4,037 4,037 4,037 4,037 4,037

81,450 89,647 75,243 75,243 75,243 75,243 75,243 75,243 75,243 75,243 75,243 75,243
(3) 163,857 161,485 146,083 137,841 133,947 127,651 124,770 123,181 120,595 120,716 121,487 124,032

２． 21,494 19,359 16,820 14,690 12,656 11,001 9,627 8,700 7,930 7,254 6,643 6,107
(1) 20,535 18,177 16,021 13,891 11,857 10,202 8,828 7,901 7,131 6,455 5,844 5,308
(2) 959 1,182 799 799 799 799 799 799 799 799 799 799

(D) 361,986 375,256 334,123 323,752 317,824 309,873 305,618 303,102 299,746 299,190 299,350 301,360
(E) 38,222 1,491 41,369 41,696 36,206 33,552 25,811 19,413 14,583 7,644 264 0
(F) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(G) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38,222 1,491 41,369 41,696 36,206 33,552 25,811 19,413 14,583 7,644 264 0
(I) 632,031 633,522 674,891 716,588 752,794 786,346 812,156 831,569 846,152 853,795 854,060 854,060
(J) 608,152 545,851 514,731 515,946 511,712 489,207 466,824 441,422 410,800 375,582 335,169 298,548

95,959 84,036 87,716 85,845 83,974 82,103 80,232 78,482 76,731 74,981 73,230 71,479
(K) 167,623 135,430 151,332 131,817 128,968 118,481 113,580 111,519 108,891 107,546 104,133 95,069

107,070 107,070 91,378 86,083 83,234 72,747 67,846 65,786 63,157 61,812 58,399 49,335
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

46,936 24,425 59,954 45,734 45,734 45,734 45,734 45,734 45,734 45,734 45,734 45,734
( I )

(A)-(B)

(L) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(M) 337,217 314,595 323,132 316,339 309,547 302,754 295,962 289,606 283,251 276,896 270,541 264,186

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(N) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(O) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(P) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

令和3年度

営 業 収 益

令和4年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)

繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健 全 化 法 第 22 条 に よ り 算 定 した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地 方 財 政 法 施 行 令 第 15 条 第 １ 項 に より 算定 した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

①収支計画のうち投資について
・経営戦略対象期間中に起債する企業債に関する元金償還金については、償還期間25年、据置期間なし、利率
0.5％で元金均等償還する前提で試算しています。

②収支計画のうち財源について
・料金収入については、将来の給水人口及び有収水量の減少を見込んでいるため減少する見込みです。
・加入金は過去５年間の平均額と同程度を見込んでいます。
・企業債は建設改良費の財源としての借入れであり、建設改良費の一部財源として見込んでいます。
・一般会計からの繰入金は減少する見込みです。

③収支計画のうち投資以外の経費についての説明
・減価償却費の減少に伴い、投資以外の経費（収益的支出）も減少する見込みです。

以下の方針に従い、投資財政計画を策定しました（右ページの投資財政計画）。

投資財政計画

経営の基本方針を以下のとおり策定しました。
・水源や浄水場での水質監視を強化するとともに、水質悪化に伴う危機管理体制の充実を図り、安全で安心な水道
水の供給を図ります。

・経常経費(維持管理費）節減のため、水道管(老朽管）の監視強化を図り、漏水の早期発見・修復を実施し、10年
間で有収率を3％向上させることを目指します（表4）。

4.経営の基本方針

5.投資・財政計画
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経営目標

有収率

現在
（令和元年度末）

目標値
（令和12年度末）

有収率の向上（3%） 78.2% 81.2%

表3 経営目標

6.経営戦略の事後検証、改訂等に関する事項

・本計画の進捗管理は毎年度、計画の達成状況について検証を行い、検証結果に応じた改善策の実施及び
計画の見直しという一連の流れ（PDCAサイクル）により行います。

・計画の定期的な見直し（ローリング）は、５年ごとに実施することとし、見直し時点での経営実態や経
営環境に照らし合わせて、計画を見直します。

投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①投資の合理化、費用の見通しについての検討状況等
・群馬県において「群馬県水道ビジョン」が策定されたことから、利根沼田圏域における連携を検討していきます。
・持続可能な水道事業管理に向け、アセットマネジメント手法に基づいた事業の実施を目指してまいります。
・給水区域が広く、施設が広範囲に点在していますが、施設の統廃合やダウンサイジングにより施設規模の適正化
を検討します。

・施設・設備の合理化を検討します。
②財源についての検討状況等
・適切な料金体系及び料金水準を検討します。
・企業債残高が過大にならないように適切な水準を維持できるように努めます。

・投資財政計画は以下のとおりです。なお、各金額は現状のまま推移するものとして試算しました。


